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４年１組の国語は、新聞づくりにつ

いて、東小の様子が地域の方々により

伝わりやすくなるためにはどういう記

事にしたらいいかについて考え、構想

カードに計画を記入する場面でした。

今週は、東信教育事務所学びの共創課より平野指導主事をお迎えし、授業公開および研

究会を行いました。公開学級・教科等は４年１組の国語と３年２組の道徳です。

７月 授業公開

柳澤先生が新聞を読んだ人にどんな印象を持ってほしいか尋ねると、子どもたちは、

「プラスな印象」「たくさんのことがわかるように」「東小のことをきちんと理解して

もらえるような」と口々に語りました。ここに学習の手がかりがあるな！と感じました。

読み手にそういう印象を持ってもらうために。どういう記事をどれくらいの数で掲載す

ればいいか考えることができます。子どもたちはグループごとに「先生紹介クイズにし

よう」「（総合で計画中の）東小マルシェがいいな」などと話しながら楽しい新聞を思

い描いていました。

夏休みにトマトを育てている主人公は、育てているうちに愛着が湧き、「早く大きく

なってね」と話しかけるまでになりました。主人公にとってトマトが生きている仲間に

なったからです。学習の中心は、主人公はどうしてトマトを生きている仲間だと思った

のか、自分の周りはどんな生きている仲間がいるかを考えること。子どもたちは、「植

物にも命がある」「僕にとっての生きている仲間は犬です」などと自分の経験に照らし

合わせながら考えていました。大人にとっては当たり前に感じてしまう万物の命ですが、

３年生のこの時期は、例えば昆虫も「モノ」から「命」へと認識が変わる時期のように

思います。幼児期（０～８歳）の、ともすれば残虐とも映る無邪気な命への接し方が、

道徳心の芽生えと共に変わっていくのですね。

教員の本分は授業です。柳澤先生、中林先生の情熱が感じられる１時間でした。参観

した先生方も学ぶことが多かったように思います。今回は中学年のグループの公開授業。

次回は９月15日（火）に低学年・高学年の公開授業があります。

一方、３年２組の道徳は、教科書「生

きている仲間」という読み物を通して、

生命の尊重について考える時間でした。
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